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細胞内を高速・高空間分解能で立体観察できる3次元ミクロンＣＴの開発研究課題名

現在、細胞を直接操作する技術とそれに基づいた治療技術(例えば、遺伝子治研究の概要等

療)が発達しております。この技術の更なる展開のためには、生きている細胞の

内部を3次元的にリアルタイムで観察できる装置の開発が必要とされます。本研

究では、マイクロ重荷電粒子ビーム照射による点Ｘ線源に基づいた3次元ミクロ

ンＣＴの基礎開発を行ないます。本装置では、重荷電粒子ビームのマイクロビ

ームを形成し、金属ターゲットに照射し、発生する特性Ｘ線をＣＴに利用しま

す。重荷電粒子ビームによって励起されるＸ線は、連続Ｘ線が非常に弱く、単

色に近いため、これを用いると高品質のＸ線ＣＴ画像が得られます。さらに、

細胞内の含有元素のＫ吸収端を利用することにより、細胞内の元素分布濃度の

画像化が期待できます。Ｘ線ＣＣＤカメラの使用により、１ mの空間分解能とµ
立体画像が得られます。粒子ビームを走査することにより、点線源が移動でき

るので、高速撮影が出来ます。
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